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  （百万円未満切捨て）

１．平成28年３月期第２四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年３月期第２四半期 1,774 0.8 253 △9.2 255 △9.3 199 30.0 

27年３月期第２四半期 1,760 － 279 － 281 － 153 － 
 
（注）包括利益 28年３月期第２四半期 293 百万円 （139.9％）   27年３月期第２四半期 122 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

28年３月期第２四半期 26.81 26.72 

27年３月期第２四半期 22.02 20.79 

  
 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

28年３月期第２四半期 2,771 1,994 71.2 264.9 

27年３月期 2,727 1,850 67.0 245.5 
 
（参考）自己資本 28年３月期第２四半期 1,973 百万円   27年３月期 1,827 百万円 

  

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年３月期 － 0.00 － 20.00 20.00 

28年３月期 － 0.00       

28年３月期（予想）     － 20.00 20.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 4,000 7.8 625 13.0 625 3.3 395 10.0 53.00 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

※当社は、予算編成を通期ベースで行っており、業績の進捗管理およびその評価は通期でのみ実施しているため、 

第２四半期（累計）期間における業績予想については、開示しておりません。

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

  

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年３月期２Ｑ 7,450,000 株 27年３月期 7,445,200 株 

②  期末自己株式数 28年３月期２Ｑ 86 株 27年３月期 86 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期２Ｑ 7,448,913 株 27年３月期２Ｑ 6,973,803 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時 

  点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判 

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

業績予想の前提となる条件等については、四半期決算短信（添付資料）４ページ「業績予想に関する定性的情報」を 

ご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、企業収益や雇用情勢の改善に伴い、個人消費も総じて底堅

い動きとなるなど、緩やかな回復基調が続いているものの、景気の一部には弱さも見られております。先行きにつ

いては、各種政策の効果によって回復に向かうことが期待されておりますが、アメリカの金融政策が正常化に向か

う中で、中国をはじめとした海外経済が下振れし、景気を下押しするリスクが懸念されるなど、不透明な状況にあ

ります。

 当社を取り巻くインターネット関連市場につきましては、スマートフォンやタブレット端末の普及と利用の定着

によるインターネットのモバイル化が進んでおり、今後も安定的な成長と拡大が期待されております。

 平成27年３月末における携帯電話端末全体の契約数は１億2,651万件（前年同期比3.7％増）に達しており、増加

のペースは緩やかになっております。その一方で、スマートフォンの契約数は、6,850万件（前年同期比19.5％

増）と大きく増加し、全体の54.1％を占めるに至るなど、より一層の普及が進んでおります（出所：MM総研）。ま

た、スマートフォンの所有率がノートＰＣの所有率を超え、モバイル機器では最多となり、インターネットの利用

もスマートフォンが中心になるなど、利用機会や頻度はますます増加しております。

 モバイルコンテンツの市場規模は、平成26年には全体で１兆4,566億円（前年同期比35.1％増）となり、なお拡

大が続いております。中でも、スマートフォン向けコンテンツ市場は、その普及と利用機会の増加に伴い、１兆

3,026億円（前年同期比56.3％増）に達し、モバイルコンテンツ配信市場の大半を占めるに至りました（出所：一

般社団法人モバイル・コンテンツ・フォーラム）。

 このような外部環境の中、当社は、アーティストやタレント、キャラクターまでの様々なコンテンツを幅広く取

り扱い、それらをファンクラブサイトやしゃべってキャラ、音楽、電子書籍といった多岐にわたるデジタルコンテ

ンツの配信から、eコマースに至るまで複合的に展開し、サイトや事業セグメント間でのシナジー効果を発揮させ

ることによって、収益の拡大と多様化を進めてまいりました。

 事業の基盤となる有料会員につきましては、今後の流行が予想されるコンテンツのいち早い発掘と獲得を継続

し、スマートフォン向けの新規サイトの開設や配信を行い、新規会員の確保に努めてまいりました。加えて、より

スマートフォンに適したサイト展開とコンテンツの高付加価値化によって、会員単価の上昇にも取り組むととも

に、スマートフォン向けアプリの配信など、今後へ向けた新たな事業展開も行ってまいりました。

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は1,774百万円（前年同期比0.8%増）、営業利益は253百

万円（前年同期比9.2%減）、経常利益は255百万円（前年同期比9.3%減）となりました。特別損益として、投資有

価証券売却益及び投資有価証券評価損をそれぞれ計上した結果、税金等調整前四半期純利益は304百万円（前年同

期比8.3%増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は199百万円（前年同期比30.0%増）となりました。
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セグメントごとの概要は、以下のとおりであります。

①携帯コンテンツ配信事業

 携帯コンテンツ配信事業につきましては、事業の基盤となる有料会員の増加を図るべく、引き続きアーティス

トやタレントの新規ファンクラブサイトの開設を推進してまいりました。加えて、スマートフォン向けアプリの

配信など、今後の新たな事業領域の開拓も行ってまいりました。

 また、当社の強みを生かしたアニメやキャラクターの獲得とコンテンツ制作にも注力し、それらを自社の運営

するスマートフォン向けの各種コンテンツサービスや、「スゴ得コンテンツ」、「スマートパス」や「App 

Pass」といったキャリアの提供するスマートフォン向け月額使い放題サービスへと積極的に投入することによっ

て、収益の拡大にも努めてまいりました。

 この他、ファンクラブサイトの会員向けコンサートチケットの先行予約など、既存サイトの会員数の維持、拡

大にも対応してまいりました。

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間における携帯コンテンツ配信事業の売上高は1,574百万円（前年同期

比5.2%増）、セグメント利益は402百万円（前年同期比2.4%増）となりました。

 

②ＰＣコンテンツ配信事業

 ＰＣコンテンツ配信事業につきましては、運営するアーティスト及びタレント等の有料ファンクラブサイトに

おいて、パッケージ商品やコンサートチケットの先行販売などを実施してまいりました。また、アーティストや

タレントのオフィシャルサイトの受託制作など、他の事業セグメントも含め、将来の新たな収益の獲得と拡大に

繋がることを見据えた事業展開を行ってまいりました。

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間におけるＰＣコンテンツ配信事業の売上高は99百万円（前年同期比

9.6%減）、セグメント利益は９百万円（前年同期比1.0%増）となりました。

 

③eコマース事業

 ｅコマース事業につきましては、ＣＤ、ＤＶＤ及びブルーレイといった音楽映像商品と、それに関連するアー

ティストグッズを中心に、当社がファンクラブサイトを運営するアーティスト等の商品の直販と、大手レコード

会社との提携によるレコード会社の公式販売サイトの運営管理の両面から、事業を展開してまいりました。

 しかしながら、従来からのアパレル商品の販売が縮小傾向にあることや、アーティスト関連商品の取扱高が、

その活動状況によって減少したことから、当第２四半期連結累計期間におけるeコマース事業の売上高は93百万

円（前年同期比34.3%減）、セグメント利益は６百万円（前年同期比82.5%減）にとどまりました。

 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は2,771百万円(前連結会計年度末比1.6％増)となりました。 

流動資産は1,900百万円(同10.7％増)となりました。主な内訳は現金及び預金886百万円(同26.3％増)、売掛金

613百万円（同6.4％減）、商品183百万円(同0.8％減)となっております。

 固定資産は870百万円(同13.9％減)となりました。主な内訳は建物95百万円(同1.4％減)、投資有価証券335百

万円(同17.9％減)となっております。

 

（負債の部） 

 流動負債は768百万円(同11.6％減)となりました。主な内訳は買掛金424百万円(同1.6％減)であります。

 固定負債は７百万円(同7.3％増)となりました。

 

（純資産の部） 

 当第２四半期連結会計期間末の純資産の合計は1,994百万円(同7.8％増)となりました。主な内訳は資本金243

百万円(同0.2％増)、資本剰余金269百万円(同0.2％増)、利益剰余金1,495百万円(同3.5％増)であります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 今後における我が国の経済は、各種政策の効果により回復へ向かうことが期待される一方で、アメリカの金融政

策の正常化の影響を受けた、中国をはじめとする海外経済の下振れや、原油価格の動向など、景気を下押しするリ

スクが懸念され、先行きは不透明な状況にあります。

 一方で、当社の属するインターネット関連市場につきましては、スマートフォンの普及が一巡し、それに伴って

コンテンツサービスもスマートフォン向けが大半を占めるに至るなど、モバイルビジネスを取り巻く環境は大きく

変化しております。

 こうした事業環境の中、当社は技術及び市場動向の影響を受けにくい、ファンクラブサイトを中心とした公式サ

イトの開設と、それに伴う新規有料会員の獲得を推進しており、会員割合については、スマートフォンがフィーチ

ャーフォンを大きく上回っております。

 しかしながら、スマートフォン向けコンテンツ市場はいまだ黎明期にあり、技術革新やサービスの流行と陳腐化

の流れは早く、それらを的確に予測することは困難であります。 

加えて、フィーチャーフォン向けコンテンツ市場については、規模の縮小が継続しており、同業他社においても会

員数は減少傾向にあります。

 当社といたしましては、これまで以上に迅速な事業展開を進めていく方針でありますが、携帯コンテンツ配信事

業の業績予想は、スマートフォン市場の動向を最大限に加味し、保守的なものとしております。また、ファンクラ

ブサイトにつきましては、その開設時期はアーティストや事務所等の意向も反映され決定されます。そのため、予

算策定時点において開設時期が決定していないファンクラブサイトについては保守的な見通しを策定しておりま

す。

 新規ファンクラブサイトの開設が決定し次第、業績予想は適宜見直しをしていく方針です。 

費用面では、販売に比例し増減するロイヤリティ等や、採用の強化に伴う人材関連費用の増加を見込んでおりま

す。

 以上により、当期（平成28年３月期）の見通しについては、売上高4,000百万円（前年同期比7.8％増）、営業利

益625百万円（前年同期比13.0％増）、経常利益625百万円（前年同期比3.3％増）、親会社株主に帰属する当期純

利益395百万円（前年同期比10.0％増）を見込んでおります。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。企業結合会計基準等の適用

については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業分離等会計基準第57－４項

(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しており

ます。

 なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 702,387 886,783 

売掛金 655,842 613,547 

商品 185,001 183,451 

その他 175,348 218,439 

貸倒引当金 △2,080 △1,701 

流動資産合計 1,716,500 1,900,519 

固定資産    

有形固定資産 154,516 149,587 

無形固定資産    

のれん 56,239 44,872 

その他 14,674 8,316 

無形固定資産合計 70,914 53,188 

投資その他の資産    

投資有価証券 408,636 335,325 

その他 412,281 367,406 

貸倒引当金 △35,358 △34,714 

投資その他の資産合計 785,558 668,016 

固定資産合計 1,010,989 870,792 

資産合計 2,727,490 2,771,312 

負債の部    

流動負債    

買掛金 431,086 424,050 

未払法人税等 141,481 102,861 

賞与引当金 39,368 25,988 

役員賞与引当金 30,000 15,000 

資産除去債務 12,008 12,568 

その他 215,572 188,076 

流動負債合計 869,516 768,545 

固定負債    

その他 7,300 7,831 

固定負債合計 7,300 7,831 

負債合計 876,816 776,377 

純資産の部    

株主資本    

資本金 243,167 243,716 

資本剰余金 269,434 269,983 

利益剰余金 1,444,512 1,495,292 

自己株式 △48 △48 

株主資本合計 1,957,066 2,008,944 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △129,199 △35,555 

その他の包括利益累計額合計 △129,199 △35,555 

新株予約権 22,806 21,546 

純資産合計 1,850,673 1,994,934 

負債純資産合計 2,727,490 2,771,312 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 1,760,846 1,774,386 

売上原価 1,094,586 1,050,371 

売上総利益 666,259 724,015 

販売費及び一般管理費 387,205 470,516 

営業利益 279,053 253,498 

営業外収益    

貸倒引当金戻入額 1,473 732 

受取賃貸料 - 782 

雑収入 925 373 

その他 74 73 

営業外収益合計 2,473 1,962 

営業外費用    

その他 22 23 

営業外費用合計 22 23 

経常利益 281,504 255,437 

特別利益    

新株予約権戻入益 - 1,260 

投資有価証券売却益 - 153,559 

関係会社株式売却益 - 8,024 

特別利益合計 - 162,843 

特別損失    

投資有価証券評価損 - 113,513 

特別損失合計 - 113,513 

税金等調整前四半期純利益 281,504 304,767 

法人税、住民税及び事業税 134,237 98,542 

法人税等調整額 △4,860 6,542 

法人税等合計 129,376 105,085 

四半期純利益 152,128 199,682 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,428 - 

親会社株主に帰属する四半期純利益 153,556 199,682 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 152,128 199,682 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △29,882 93,643 

その他の包括利益合計 △29,882 93,643 

四半期包括利益 122,245 293,325 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 123,673 293,325 

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,428 - 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 281,504 304,767 

減価償却費 15,211 12,936 

のれん償却額 9,468 9,221 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,901 △378 

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,482 △13,379 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △15,000 △15,000 

投資有価証券売却損益（△は益） - △153,559 

関係会社株式売却損益（△は益） - △8,024 

投資有価証券評価損益（△は益） - 113,513 

売上債権の増減額（△は増加） 3,941 55,626 

たな卸資産の増減額（△は増加） 32,553 △112 

仕入債務の増減額（△は減少） △456,130 △17,346 

その他 △37,561 △58,623 

小計 △169,395 229,641 

利息の受取額 74 73 

利息の支払額 △22 - 

法人税等の支払額 △107,649 △138,133 

営業活動によるキャッシュ・フロー △276,993 91,581 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

投資有価証券の取得による支出 △20,241 △245,617 

投資有価証券の売却による収入 - 497,249 

有形固定資産の取得による支出 △309 △1,650 

出資金の払込による支出 △50,360 - 

貸付金の回収による収入 - 5,601 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
△8,977 - 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

支出 
- △6,951 

その他 7,993 △9,060 

投資活動によるキャッシュ・フロー △71,894 239,571 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

新株予約権の行使による株式の発行による収入 3,996 1,098 

配当金の支払額 △135,050 △147,855 

財務活動によるキャッシュ・フロー △131,054 △146,757 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △479,941 184,395 

現金及び現金同等物の期首残高 876,809 702,387 

現金及び現金同等物の四半期末残高 396,867 886,783 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）1 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益 

計算書計上
額 

（注）３ 
 

携帯 
コンテンツ 
配信事業 

ＰＣ 
コンテンツ 
配信事業 

eコマース 
事業 

計 

売上高                

外部顧

客への

売上高 

1,497,013 109,646 142,959 1,749,619 11,226 1,760,846 － 1,760,846 

セグメ
ント間
の内部
売上高
又は振
替高 

- - - - 3,699 3,699 △3,699 － 

計 1,497,013 109,646 142,959 1,749,619 14,926 1,764,545 △3,699 1,760,846 

セグメン

ト利益又

は損失

（△） 

393,266 9,699 35,833 438,799 △9,308 429,491 △150,438 279,053 

 （注）1.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ゆるキャラ©関連の事

     業を含んでおります。

    ２.セグメント利益又は損失の調整額△150,438千円は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属

     しない一般経費であります。

    ３.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）1 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益 

計算書計上
額 

（注）３ 
 

携帯 
コンテンツ 
配信事業 

ＰＣ 
コンテンツ 
配信事業 

eコマース 
事業 

計 

売上高                

外部顧

客への

売上高 

1,574,876 99,073 93,920 1,767,870 6,516 1,774,386 - 1,774,386 

セグメ
ント間
の内部
売上高
又は振
替高 

- - - - 4,038 4,038 △4,038 - 

計 1,574,876 99,073 93,920 1,767,870 10,554 1,778,425 △4,038 1,774,386 

セグメン

ト利益又

は損失

（△） 

402,816 9,794 6,253 418,865 △2,001 416,863 △163,365 253,498 

 （注）1.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ゆるキャラ©関連の事

     業を含んでおります。 

    ２.セグメント利益又は損失の調整額△163,365千円は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属

     しない一般経費であります。

    ３.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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